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第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
国
際
卓
越
研
究
大
学
の
設
置
者
（
以
下
「
認
可
設
置
者
」
と
い
う
。）は
、
当
該
認
可
に

係
る
国
際
卓
越
研
究
大
学
研
究
等
体
制
強
化
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

８

認
可
設
置
者
は
、
第
一
項
の
認
可
に
係
る
国
際
卓
越
研
究
大
学
研
究
等
体
制
強
化
計
画
（
第
六
項
の
規
定
に
よ
る

変
更
の
認
可
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
「
認
可
計
画
」
と
い
う
。）に
従
い
、
第
二
項
第
二
号

イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
機
構
の
業
務
の
特
例
）

第
六
条

機
構
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

認
可
設
置
者
が
設
置
す
る
国
際
卓
越
研
究
大
学
に
対
し
、
前
条
第
二
項
第
二
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
事
業

に
関
す
る
助
成
を
行
う
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

（
機
構
の
助
成
）

第
七
条

機
構
は
、
認
可
設
置
者
が
設
置
す
る
国
際
卓
越
研
究
大
学
に
対
し
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
実
施
方
針
に

従
っ
て
、
認
可
計
画
に
記
載
さ
れ
た
第
五
条
第
二
項
第
二
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
に
関
す
る
助
成
（
次
条

第
一
項
に
お
い
て
「
国
際
卓
越
研
究
大
学
研
究
等
体
制
強
化
助
成
」
と
い
う
。）を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
際
卓
越
研
究
大
学
研
究
等
体
制
強
化
助
成
の
実
施
に
関
す
る
方
針
）

第
八
条

機
構
は
、
基
本
方
針
に
即
し
て
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
際
卓
越
研
究
大
学
研
究
等

体
制
強
化
助
成
の
実
施
方
法
及
び
実
施
条
件
そ
の
他
の
国
際
卓
越
研
究
大
学
研
究
等
体
制
強
化
助
成
の
実
施
に
必
要

な
事
項
に
関
す
る
方
針
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
実
施
方
針
」
と
い
う
。）を
定
め
、
文
部
科
学
大
臣

の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
施
方
針
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
財
務
大
臣
に
協
議
す
る
と
と

も
に
、
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

機
構
は
、
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
実
施
方
針
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
期
報
告
）

第
九
条

認
可
設
置
者
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
定
期
的
に
、
認
可
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
、
文
部
科
学
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
又
は
資
料
の
提
出
）

第
十
条

文
部
科
学
大
臣
は
、認
可
計
画
の
円
滑
か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

認
可
設
置
者
に
対
し
、
認
可
計
画
の
実
施
状
況
に
関
し
、
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
認
可
計
画
の
認
可
の
取
消
し
）

第
十
一
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
認
可
設
置
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
五
条
第
一
項
の
認

可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

認
可
計
画
が
第
五
条
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
。

二

第
五
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
な
い
で
認
可
計
画
を
変
更
し
た
と
き
。

三

認
可
計
画
に
従
っ
て
第
五
条
第
二
項
第
二
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
を
実
施
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と

き
。

四

第
九
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

五

前
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
し
た

と
き
。

２

第
五
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
取
消
し
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
取
消
し
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
公
表
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
の
援
助
）

第
十
二
条

国
は
、
認
可
設
置
者
に
対
し
、
認
可
計
画
の
円
滑
か
つ
確
実
な
実
施
に
関
し
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助

を
行
う
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
次
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

第
二
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定
め
る
た
め
に
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
関
係
行
政
機

関
の
長
に
協
議
し
、
及
び
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
検
討
）

第
三
条

政
府
は
、
我
が
国
の
大
学
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
（
第
一
条
に
規
定
す
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
い
う
。）を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
国
際
的
に
卓
越
し
た
研
究
の
展
開
及
び
経
済
社
会
に
変

化
を
も
た
ら
す
研
究
成
果
の
活
用
が
相
当
程
度
見
込
ま
れ
る
大
学
に
つ
い
て
、
研
究
及
び
研
究
成
果
の
活
用
の
た
め

の
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
に
加
え
、
研
究
及
び
研
究
成
果
の
活
用
を
よ
り
効
率
的
か
つ
持
続
的
に
推
進
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
大
学
の
経
営
管
理
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
教
育
及
び
研
究
に
必
要

な
資
金
、
人
材
等
の
資
源
の
確
保
及
び
配
分
そ
の
他
の
大
学
の
経
営
に
係
る
重
要
事
項
の
決
定
及
び
実
施
に
多
様
な

専
門
的
知
見
を
有
す
る
者
の
参
画
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
大
学
を
設
置
す
る
法
人
の
機
関
の
権
限
や
構
成

の
在
り
方
、
人
材
の
確
保
の
方
策
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
法
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
必
要

な
措
置
を
講
じ
、
特
に
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十

三
号
）
第
四
十
九
条
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
国
立
大
学
法
人
（
国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
を
い
う
。）の
経
営
管
理
体
制
に
係
る
改
革
を
早
急
に
進
め
る
も
の
と
す

る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
四
条
及
び
第
十
条
第
三
項
中
「
第
二
十
三
条
第
五
号
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
「
第
二
十
三
条
第
一
号
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
同
条
第
十
二
号
」
を
「
同
項
第

十
二
号
」
に
、「
同
条
第
五
号
」
を
「
同
項
第
五
号
」
に
改
め
、「
限
る
。）」
の
下
に
「
並
び
に
同
条
第
二
項
に
規
定
す

る
業
務
」
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

機
構
は
、
前
項
の
業
務
の
ほ
か
、
国
際
卓
越
研
究
大
学
の
研
究
及
び
研
究
成
果
の
活
用
の
た
め
の
体
制
の
強
化

に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
。

３

機
構
は
、
国
際
卓
越
研
究
大
学
の
研
究
及
び
研
究
成
果
の
活
用
の
た
め
の
体
制
の
強
化
に
関
す
る
法
律
第
七
条

に
規
定
す
る
国
際
卓
越
研
究
大
学
研
究
等
体
制
強
化
助
成
の
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
同
法
第
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
実
施
方
針
に
従
っ
て
、
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
業
務
と
前
項
に
規
定
す
る
業
務
（
同
法
第
六
条
第

二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
「
特
別
助
成
業
務
」
と
い
う
。）を
一
体
的
に
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
各
号
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
第
六
号
に
掲
げ
る
業
務
（
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
を
含
む
。
以
下
「
助
成

業
務
」
と
い
う
。）」
を
「
助
成
業
務
（
第
二
十
三
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
並

び
に
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
二
十
三
条
第
七
号
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
三
項
及
び
第
七
項
中
「
第
二
十
三
条
第
六
号
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
、「
掲

げ
る
業
務
」
の
下
に
「
及
び
特
別
助
成
業
務
」
を
加
え
、
同
条
第
八
項
中
「
第
二
十
三
条
第
六
号
」
を
「
第
二
十
三

条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
業
務
及
び
特
別
助
成
業
務
」
に
改
め
、「「
前
条
第
一
項
第
四
号
」
の
下
に
「
に
掲
げ
る

業
務
」
を
加
え
る
。

第
四
十
二
条
第
二
号
中
「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
る
。
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